様式３

部屋使用状況等チェックシート

記入日　　２００４　年　７　月　８　日

部屋番号　210,212,213,214,215,216,217

記入者
所属  水環境システム・環境水理


氏名　澤本正樹　

	項　　　　目
	○×を記入

	部 屋 管 理
	Ａ１
	室内は整理整頓されている。
	　　○

	
	Ａ２
	部屋の出入口及び廊下に不要な物を置いていない。
	　　○

	
	Ａ３
	避難通路の幅は確保されている。
	　　○

	
	Ａ４
	実験台等に不要な薬品及び器具類を置いていない。
	　　－

	
	Ａ５
	機器類の配線ケーブルが歩行時の障害となっていない。
	　　○

	
	Ａ６
	コンセント、テーブルタップ等は、適正に使用している。
	　　○

	
	Ａ７
	都市ガス用ホースは、不適合品や古いものを使っていない。
	　　－

	
	Ａ８
	都市ガス用ホースの接続部は金具で止めている。
	　　－

	
	Ａ９
	帰宅時に水道蛇口から水が出ていないか確認している。
	　　－

	
	Ａ10
	帰宅時は、使用中の機器を除く全機器の電源を切っている。
	　　○

	
	Ａ11
	帰宅時等に、無人運転機器がある場合は、必要な安全措置をとり、緊急時の連絡先を部屋の入り口に掲示している。
	　　○

	
	Ａ12
	ベランダの避難はしご周辺の空間を確保している。
	　　－

	
	Ａ13
	ベランダの灰皿の始末はしている。
	　　○

	薬 品 管 理
	Ｂ１
	実験室内の薬品は必要最小限の数量にしている。
	　　－

	
	Ｂ２
	毒物は「医薬用外毒物」の表示をした保管庫に入れ施錠している。
	　　－

	
	Ｂ３
	劇物は「医薬用外劇物」の表示をした保管庫に入れ施錠している。
	　　－

	
	Ｂ４
	毒物、劇物を使用するときは帳簿をつけている。
	　　－

	
	Ｂ５
	発火性・引火性・爆発性物質を火気や熱源から隔離している。
	　　－

	
	Ｂ６
	有機溶剤、特定化学物質はドラフト内で使用している。
	　　－

	
	Ｂ７
	密栓不良や容器の破損している薬品ビンを置いていない。
	　　－

	
	Ｂ８
	仕切り板等により、薬品の転倒防止措置をしている。
	　　－

	ガ ス 管 理
	Ｃ１
	パイプライン供給ガスと同種のガスボンベを使用していない。
	　　－

	
	Ｃ２
	ガス容器に種別等の表示が付いたガスボンベを使用している。
	　　－

	
	Ｃ３
	必要以上に大きいボンベを使用していない。
	　　－

	
	Ｃ４
	ガスボンベは転倒しないように上下で固定している。
	　　－

	
	Ｃ５
	２年以上を越えた貸出ボンベを使用していない。
	　　－

	
	Ｃ６
	使用していないボンベには、バルブ保護キャップをしている。
	　　－

	
	Ｃ７
	実験終了時は、パイプライン及びボンベの元弁を閉止している。
	　　－

	廃 液 等
	Ｄ１
	実験廃液の分別法（環境保全センター）を遵守している。
	　　－

	
	Ｄ２
	研究廃液を出すときは、カードに必要事項を記入している。
	　　－

	
	Ｄ３
	廃棄物は、分別して出している。（ファイルを棄てるときは、止め金等の金属やプラスチックを外し、分けている）
	　　－

	
	Ｄ４
	事務系非常勤職員に研究廃液や危険薬品の運搬、液体窒素の汲出し等の危険・有害な作業をさせていない。
	　　－

	以上の項目を部屋の使用者全員に指導している。
	　　○


（注１）該当しない項目の○×欄には「－」を記入する。

（注２）毎月、月初めに実施する。






































































































































































